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新
元
号
「
令
和
」
記
念
セ
ミ
ナ
ー

令
和
元
年
七
月
十
三
日

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

『

万

葉

集

』

を

よ

む

～
「
令
和
」
を
入
口
に
～

北

川

和

秀

１
．
大
宰
府
と
は

①
九
州
に
置
か
れ
た
朝
廷
の
出
先
機
関
で
、
「
遠
の
朝
廷
」
と
呼
ば
れ
た
。

と
お

み

か

ど

②
博
多
湾
か
ら
南
東
に
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
内
陸
に
位
置
し
、
す
ぐ
北
の
大
野
山
（
現

在
は
四
王
寺
山
）
に
は
大
野
城
が
築
か
れ
、
西
に
は
水
城
が
築
か
れ
て
い
た
。

③
大
宰
府
の
役
目
は
、
九
州
諸
国
の
行
政
の
統
括
、
外
交
、
国
防
。

④
長
官
は
大
宰
帥
と
い
い
、
官
位
相
当
は
従
三
位
。
奈
良
時
代
に
は
大
納
言
ま
た
は
中
納
言
の
兼
任

が
多
い
。
中
納
言
で
兼
任
し
た
場
合
は
現
地
に
赴
く
。
梅
花
の
宴
の
折
の
大
宰
帥
は
大
伴
旅
人
。

（
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）
「
筑
前
国
」
の
付
図
か
ら
）

２
．
梅
花
の
歌
三
十
二
首
と
は

①
天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
大
伴
旅
人
邸
で
催
さ
れ
た
梅
花
の
宴
で
よ
ま
れ
た
歌
。

②
こ
の
日
は
現
代
の
太
陽
暦
で
は
七
三
〇
年
二
月
八
日
に
当
た
る
。
立
春
の
三
日
後
。

③
参
加
者
は
大
宰
府
の
役
人
と
九
州
諸
国
の
役
人
、
合
計
三
十
二
名
で
、
一
人
一
首
ず
つ
の
歌
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
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④
参
加
者

・
大
宰
府
の
官
人

人
17

・
造
筑
紫
観
世
音
寺
別
当

１
人

・
九
州
諸
国
の
官
人

計

人
11

筑
前
国
４
人

筑
後
国
１
人

豊
後
国
１
人

大
隅
国
１
人

薩
麻
国
１
人

壱
岐
国
２
人

対
馬
国
１
人

・
不
明

３
人

３
．
梅
花
の
歌
の
序
文

○
本
文
、
訓
読
文
、
口
語
訳
は
別
紙
参
照
。

４
．
帰
田
賦
と
蘭
亭
序

①
帰
田
賦
…
…
後
漢
の
官
人
・
文
人
・
科
学
者
で
あ
る
張
衡
（
七
八
～
一
三
九
年
）
が
作
っ
た
賦
。

『
礼
記
』
や
『
詩
経
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
永
和
三
年
（
一
三
八
）
の
成

立
か
。
官
職
を
辞
し
、
田
舎
の
穏
や
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し
、
書
を
読
み
、
文
筆

に
勤
し
も
う
と
い
う
内
容
。
六
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

②
蘭
亭
序
…
…
東
晋
の
時
代
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
に
、
王
羲
之
は
名
士
を
蘭
亭
（
浙

江
省
紹
興
市
の
南
西
に
あ
っ
た
亭
）
に
招
き
、
四
十
二
名
で
曲
水
の
宴
を
開
い
た
。

そ
の
時
に
作
ら
れ
た
詩
二
十
七
編
（
蘭
亭
集
）
の
序
文
と
し
て
王
羲
之
が
書
い
た
も

の
（
草
稿
）
。
書
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。

③
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
は
趣
旨
が
共
通
。

・
永
和
九
年
、
歳
在
癸
丑
。
暮
春
之
初
、
会
于
会
稽
山
陰
之
蘭
亭
。
脩
禊
事
也
。
（
蘭
亭
序
）

（
永
和
九
年
、
歳
は
癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
脩
む
る

と
し

き

ち
う

け
い

じ

を
さ

な
り
。
）

・
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
萃
于
帥
老
之
宅
、
申
宴
会
也
。
（
梅
花
宴
序
）

（
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。
）

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

④
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
似
た
部
分
も
あ
る
。

・
是
日
也
、
天
朗
気
清
、
恵
風
和
暢
。
（
是
の
日
、
天
朗
ら
か
に
気
清
く
、
恵
風
和

暢

せ
り
。
）

ほ
が

け
い

ふ
う

わ

ち
や
う

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は

⑤
帰
田
賦
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
よ
く
似
た
部
分
が
あ
る
。

・
於
是
、
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
。
（
こ
こ
に
、
仲
春
の
令
月
に
し
て
、
時
和
ら
ぎ
気
清
し
。
）

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は
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５
．
『
万
葉
集
』
の
梅

①
『
万
葉
集
』
に
よ
ま
れ
た
植
物
ベ
ス
ト
テ
ン

は
ぎ
（
萩
）

一
四
一

1

う
め
（
梅
）

一
一
六

2

た
ち
ば
な
・
は
な
た
ち
ば
な
（
橘
・
花
橘
）
一
〇
七

3

す
げ
・
す
が
・
や
ま
す
げ
（
菅
・
山
菅
）

七
四

4

ま
つ
（
松
）

七
四

4

あ
し
（
葦
）

五
五

6

ち
・
あ
さ
ぢ
（
茅
・
浅
茅
）

五
〇

7

や
な
ぎ
・
あ
を
や
ぎ
（
柳
・
青
柳
）

四
九

8

ふ
ぢ
・
ふ
ぢ
な
み
（
藤
・
藤
波
）

四
四

9

さ
く
ら
（
桜
）

四
一

10
②
梅
は
第
二
位
を
占
め
、
万
葉
集
に
数
多
く
よ
ま
れ
た
植
物
で
あ
る

③
た
だ
し
、
植
え
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
大
宰
府
や
平
城
京
の
貴
族
の
庭
園
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る

④
東
歌
に
は
全
く
よ
ま
れ
て
い
な
い

⑤
時
代
的
に
は
奈
良
時
代
以
降

⑥
花
の
色
が
分
か
る
梅
は
白
梅
。
香
り
を
よ
ん
だ
歌
は
極
め
て
少
な
い

⑦
梅
は
中
国
か
ら
の
渡
来
植
物
で
、
ま
だ
広
く
普
及
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

６
．
後
宮
十
二
司

梅
花
の
宴
に
集
っ
た
の
は
男
性
の
み
。
当
時
、
官
人
は
男
性
に
限
ら
れ
て
い
た
。
女
性
の
官
人
は

後
宮
十
二
司
で
仕
事
を
し
て
い
る
女
官
た
ち
く
ら
い
。

①
内
侍
司
（
な
い
し
の
つ
か
さ
）
…
天
皇
に
常
侍
し
、
奏
請
・
宣
伝
に
供
奉
し
、
女
嬬
を
監
督
。

②
蔵
司
（
く
ら
の
つ
か
さ
）
…
…
…
三
種
の
神
器
・
天
皇
の
衣
服
・
皇
室
の
珍
宝
な
ど
の
管
理
。

③
書
司
（
ふ
み
の
つ
か
さ
）
…
…
…
宮
中
の
図
書
、
紙
・
墨
・
筆
な
ど
の
こ
と
。

④
薬
司
（
く
す
り
の
つ
か
さ
）
…
…
内
薬
司
で
作
ら
れ
た
薬
を
天
皇
や
后
妃
に
供
す
る
。

⑤
兵
司
（
つ
わ
も
の
の
つ
か
さ
）
…
内
兵
庫
に
あ
る
武
器
の
管
理
と
呈
上
。

⑥

司
（
み
か
ど
の
つ
か
さ
）
…
…
宮
城
・
内
裏
の
諸
門
の
鍵
の
管
理
と
そ
の
出
納
。

⑦
殿
司
（
と
の
も
り
の
つ
か
さ
）
…
輿
、
髪
油
、
湯
浴
、
灯
油
、
火
燭
、
薪
炭
の
管
理
・
提
供
。

⑧
掃
司
（
か
に
も
り
の
つ
か
さ
）
…
床
や
莚
を
供
し
、
清
掃
や
殿
内
の
設
備
。

⑨
水
司
（
も
い
と
り
の
つ
か
さ
）
…
粥
な
ど
を
奉
る
。

⑩
膳
司
（
か
し
わ
で
の
つ
か
さ
）
…
天
皇
の
食
事
の
こ
と
。

⑪
酒
司
（
み
き
の
つ
か
さ
）
…
…
…
酒
の
こ
と
。

⑫
縫
司
（
ぬ
い
の
つ
か
さ
）
…
…
…
衣
服
の
裁
縫
、
女
官
の
考
課
。
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７
．
大
伴
氏
の
中
の
坂
上
郎
女
の
役
割

旅

人

家

持

大
伴
長
徳

安
麻
呂

佐
保
大
納
言

宿
奈
麻
呂

田
村
大
嬢

坂
上
大
嬢

坂
上
郎
女

石
川
内
命
婦

①
「
（
天
平
）
七
年
乙
亥
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
尼
理

願

が
死
去
れ
る
を
悲
し
び
嘆
き
て
作
る
歌
一

り

ぐ
わ
ん

み

ま

か

首

短
歌

并

せ
た
り

」
と
あ
る
歌
の
左
注
（
三
・
四
六
一
）

歌
は
省
略

あ
は

右
は
、
新
羅
国
の
尼
、
名
を
理
願
と
い
ふ
。
遠
く
王
徳
に
感
じ
て
聖
朝
に
帰
化
す
。
時
に
大
納

言
大
将
軍
大
伴
卿
（
安
麻
呂
）
の
家
に
寄
住
し
て
、
既
に

数

紀

を
逕
た
り
。
こ
こ
に
天
平
七

あ
ま
た

の
と
し

へ

年
乙
亥
を
以
ち
て
、
忽

に
運
病
に
沈
み
て
、
既
に
泉
界
に

趣

く
。
こ
こ
に
大
家
石
川
命
婦
、
餌
薬

に
は
か

お
も
む

お
ほ
と
じ

に

や
く

の
事
に
依
り
て
有
間
の
温
泉
に
往
き
て
、
こ
の
喪
に
会
は
ず
。
た
だ
、
郎
女
独
り
留
り
て
屍
柩

ゆ

も

あ

を
葬
送
す
る
こ
と
既
に
訖
り
ぬ
。
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
温
泉
に
贈
り
入
る
。

を
は

②
「
大
伴
坂
上
郎
女
、
跡
見

庄

よ
り
、
宅
に
留
ま
れ
る
女
子
の
大

嬢

に
賜
ふ
歌
一
首
」
（
四
・

と

み
の

た
ど
こ
ろ

い
へ

と
ど

む

す

め

お
ほ

い
ら
つ
め

七
二
三
）
、
「
大
伴
坂
上
郎
女
、
竹
田

庄

よ
り
女
子
の
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首
」
（
四
・
七
六
〇
）

た
け

だ
の

た
ど
こ
ろ

む

す

め

と
い
う
題
詞
の
あ
る
歌
。

歌
は
省
略

＊
梅
花
の
宴
の
歌
を
意
識
し
た
と
お
ぼ
し
き
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
年
代
不
明
。
冬
相
聞
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

・
酒
坏
に
梅
の
花
浮
け
思
ふ
ど
ち
飲
み
て
の
後
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
八
・
一
六
五
六
）

さ
か
づ
き

盃
に
梅
の
花
を
浮
か
べ
て
、
気
の
合
う
も
の
同
士
で
酒
を
飲
ん
だ
後
な
ら
散
っ
て
も
構
わ
な
い

・
青

柳

梅
と
の
花
を
折
り
挿
頭
し
飲
み
て
の
後
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
笠
沙
弥
）
と
似
る
。

あ
を

や
な
ぎ

か

ざ
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８
．
母

【
子
の
命
名
】

①
既
に
児
生
れ
て
後
に
、
天
孫
就
き
て
問
ひ
て

曰

は
く
、
「
児
の
名
を
何
に
称
け
ば
可
け
む
」
と

す
で

み
こ

あ
め
み
ま

ゆ

の
た
ま

み
こ

い
か

な
づ

よ

い
ふ
。
（
日
本
書
紀

神
代
十
の
３
）

②
天

皇
、
其
の

后

に
命

詔
し
て
言
ら
さ
く
、
「

凡

そ
、
子
の
名
は
必
ず
母
名
け
む
を
、
何
と

す
め
ら
み
こ
と

そ

き
さ
き

み
こ
と
の
り

の

お
ほ
よ

な
づ

か
是
の
子
の
御
名
を
称
は
む
。
」
と
の
ら
す
。
（
古
事
記

垂
仁
）

こ

み

な

い

【
養
蚕
】

③
た
ら
ち
ね
の
母
が
飼
ふ
蚕
の
繭
隠
り
い
ぶ
せ
く
も
あ
る
か
妹
に
逢
は
ず
し
て
（
一
二
・
二
九
九
一
）

こ

ま
よ
ご
も

【
娘
の
監
督
】

④
た
ら
ち
ね
の
母
が
手
放
れ
斯
く
ば
か
り
為
方
な
き
事
は
い
ま
だ
為
な
く
に
（
一
一
・
二
三
六
八
）

か

せ

柿
本
人
麻
呂
歌
集

⑤
た
ら
ち
ね
の
母
に
知
ら
え
ず
わ
が
持
て
る
心
は
よ
し
ゑ
君
が
ま
に
ま
に
（
一
一
・
二
五
三
七
）

⑥
玉
垂
の
小
簾
の

隙

に
入
り
通
ひ
来
ね
た
ら
ち
ね
の
母
が
問
は
さ
ば
風
と
申
さ
む

た
ま
た
れ

を

す

す
け
き

（
一
一
・
二
三
六
四
）
古
歌
集

⑦
汝
が
母
に
嘖
ら
れ
吾
は
行
く
青
雲
の
い
で
来
吾
妹
子
逢
ひ
見
て
行
か
む
（
一
四
・
三
五
一
九
）

な

こ

こ

わ

ぎ

も

こ

未
勘
国
東
歌

⑧
た
ら
ち
ね
の
母
に
障
ら
ば
い
た
づ
ら
に

汝

も
わ
れ
も
事
成
る
べ
し
や
（
一
一
・
二
五
一
七
）

さ
や

い
ま
し

⑨
た
ら
ち
ね
の
母
に
申
さ
な
君
も
わ
れ
も
逢
ふ
と
は
無
し
に
年
そ
経
ぬ
べ
き
（
一
一
・
二
五
五
七
）

⑩
か
く
の
み
し
恋
ひ
ば
死
ぬ
べ
み
た
ら
ち
ね
の
母
に
も
告
げ
つ
止
ま
ず
通
は
せ
（
一
一
・
二
五
七
〇
）

や

【
母
へ
の
思
い
】

⑪
家
に
在
り
て
母
が
と
り
見
ば
慰
む
る
心
は
あ
ら
ま
し
死
な
ば
死
ぬ
と
も
（
五
・
八
八
九
）山

上
憶
良

⑫
出
で
て
行
き
し
日
を
数
へ
つ
つ
今
日
今
日
と
吾
を
待
た
す
ら
む
父
母
ら
は
も
（
五
・
八
九
〇
）

あ

山
上
憶
良

⑬
真
木

柱

讃
め
て
造
れ
る
殿
の
如
い
ま
せ
母
刀
自
面
変
り
せ
ず
（
二
〇
・
四
三
四
二
）
駿
河
防
人

ま

け

は
し
ら

ほ

ご
と

は
は

と

じ

お
め
か
は

⑭
わ
が
母
の
袖
持
ち
撫
で
て
わ
が
故
に
泣
き
し
心
を
忘
ら
え
ぬ
か
も
（
二
〇
・
四
三
五
六
）

か
ら

上
総
防
人
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【
本
文
】

【
訓
読
文
】

【
口
語
訳
】

梅
花
謌
卅
二
首

并
序

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
を
并
せ
た
り

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
文
を
加
え
た

天
平
二
年
正
月
十
三
日

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

萃
于
帥
老
之
宅

申
宴
会
也

帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。

大
宰
帥
の
老
の
屋
敷
に
集
ま
っ
て
、
宴
会
を
開
く
。

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

そ
ち

于
時

初
春
令
月

気
淑
風
和

時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。

折
し
も
、
初
春
の
良
い
月
で
、
大
気
は
澄
ん
で
風
は
穏
や
か
だ
。

よ

や
は

梅
披
鏡
前
之
粉

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、

梅
は
、
鏡
台
の
お
し
ろ
い
の
よ
う
に
白
く
咲
き
、

ふ
ん

ひ
ら

蘭
薫
珮
後
之
香

蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
。

蘭
は
、
玉
佩
を
着
け
た
人
と
す
れ
違
っ
た
と
き
の
よ
う
に
香
る
。

は
い

ご

か
う

か
を

加
以

加

之

、

さ
ら
に
は
、

し
か
の
み
に
あ
ら
ず

曙
嶺
移
雲

松
掛
羅
而
傾
蓋

曙

の
嶺
に
雲
を
移
し
、
松
は

羅

を
掛
け
て

蓋

を
傾
け
、

明
け
方
の
峰
に
は
雲
が
た
な
び
き
、
松
は
薄
物
を
纏
っ
て
傘
を

あ
け
ぼ
の

う
す
も
の

き
ぬ
が
さ

差
し
掛
け
た
よ
う
で
あ
り
、

夕
岫
結
霧

鳥
封
縠
而
迷
林

夕

の
岫
に
霧
を
結
び
、
鳥
は

縠

に
封
さ
れ
て
林
に
迷
ふ
。

夕
方
の
山
の
洞
か
ら
は
霧
が
湧
き
立
ち
、
鳥
は
霧
の
帳
に
閉
じ

ゆ
ふ
べ

く
き

う
す
ぎ
ぬ

と
ざ

ま
と

込
め
ら
れ
て
林
の
中
を
飛
び
迷
う
。

庭
舞
新
蝶

庭
に
は
舞
ふ
新
蝶
あ
り
、

庭
に
は
春
に
生
ま
れ
た
蝶
が
舞
い
、

し
ん

て
ふ

空
帰
故
雁

空
に
は
帰
る
故
雁
あ
り
。

空
に
は
去
年
の
秋
に
来
た
雁
が
帰
っ
て
ゆ
く
。

於
是

こ
こ
に
、

こ
こ
に
、

蓋
天
坐
地

天
を

蓋

と
し
地
を

坐

と
し
、

天
空
を
傘
と
し
、
大
地
を
敷
物
と
し
て
く
つ
ろ
ぎ
、

き
ぬ
が
さ

し
き
ゐ

促
膝
飛
觴

膝
を

促

け

觴

を
飛
ば
す
。

膝
を
寄
せ
合
っ
て
、
盃
を
巡
ら
せ
る
。

ち
か
づ

さ
か
づ
き

忘
言
一
室
之
裏

言
を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、

一
堂
に
会
し
て
、
内
に
は
言
葉
も
不
要
な
ほ
ど
に
打
ち
解
け
、

こ
と

う
ち

開
衿
煙
霞
之
外

衿

を
煙
霞
の
外
に
開
く
。

外
に
は
良
い
景
色
に
向
か
っ
て
襟
を
く
つ
ろ
げ
る
。

こ
ろ
も
の
く
び

え
ん

か

ほ
か

淡
然
自
放

淡
然
と
し
て

自

ら

放

に
し
、

心
は
淡
々
と
し
て
自
由
で
あ
り
、

た
ん
ぜ
ん

み
づ
か

ほ
し
き
ま
ま

快
然
自
足

快

然
と
し
て

自

ら
足
る
。

気
分
は
快
く
満
ち
足
り
て
い
る
。

く
わ
い
ぜ
ん

み
づ
か

た

若
非
翰
苑

何
以
攄
情

若
し
翰
苑
に
非
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か

情

を
攄
べ
む
。

文
筆
以
外
の
何
に
よ
っ
て
こ
の
思
い
を
述
べ
尽
く
せ
よ
う
か
。

も

か
ん
ゑ
ん

あ
ら

も
ち

こ
こ
ろ

の

詩
紀
落
梅
之
篇

詩
に
落
梅
の
篇
を
紀
す
。

昔
の
中
国
に
は
落
梅
の
漢
詩
が
あ
る
。

し
る

古
今
夫
何
異
矣

古
今
そ
れ
何
ぞ
異
な
ら
む
。

昔
と
今
と
、
中
国
と
日
本
と
、
何
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
。

宜
賦
園
梅
聊
成
短
詠

宜
し
く
園
梅
を
賦
み
て
、

聊

か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
。

さ
あ
、
こ
の
庭
園
の
梅
を
短
歌
に
よ
も
う
で
は
な
い
か
。

よ
ろ

ゑ
ん

ば
い

よ

い
さ
さ

た
ん
え
い


